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森 田 昌良,鼠 山 孝仁,鈴 木騏 一
LOMEFLOXACIN CONCENTRATION IN HUMAN 
  PROSTATIC TISSUE FOLLOWING 3-DAY 
          ADMINISTRATION
Masayoshi Morita, Takahito Hatakeyama and Kiichi Suzuki
From the Department of Urology; TUR Section, Sendai Social Insurance Hospital
   The penetration of Lomefloxacin (LFLX) into the prostatic tissue and the serum were exam-
ined. Forty four patients with benign prostatic hypertrophy treated with transurethral resection 
of the prostate (TUR-P) were entered in this study. 
   LFLX was administered orally in a dose of  200  mg three times daily for three days pre-
operatively. The blood samples were taken simultaneously at the time of the tissue sampling. The 
patients were divided into groups  1 and 2. In group 1 (seventeen patients), the tissue sampling 
was done about 17 hours after the final drug administration. The mean concentration of LFLX 
was  3.31±1.16  pg/g in the prostatic tissue and 1.70±0.56  pg/ml in the serum. In group 2 (twenty 
seven patients), tissue sampling was done 5.5 hours after the final drug administration. The mean 
concentration of LFLX was  5.70±2.28  ,ug/g in the prostatic tissue and 2.93±1.14  ig/ml in the 
serum. 
                                                     (Acta Urol. Jpn. 39: 97-99, 1993) 














1991年1月初旬から約3ヵ 月間 に,当 院において
TURを 受けた症例は75症例である,これ ら症例のう
ち血液生化学検査上肝および腎機能に臨床上とくに障
害 が 認 め られ なか った前 立 腺 肥 大 症 症 例44例を 対 象 と
して測 定 した(Tablel,2).これ ら44例の年 齢 は52歳
か ら86歳で,平 均 は72.8歳で あ った.な お前 立 腺 組 織
採 取 に 当た り,そ の 条件 を な るべ く同一 の もの とす る
た め術 者 は 一 入 で 行 った.
投 与 お よ び 採 取 方 法
手術 時 間 が 午 前 と午 後 に分 か れ た た め,groupl
と2に分 け て 評価 した.grouplは 午 前 中 にTUR-P
を 施 行 した17例で あ るが(Tablel),LFLX200m9
を1日3回,3日 間 で計1,800mg投与 し,最 終 投 与
後 約17時 間 で 血 液5mlお よび 前 立 腺 約lgを 採 取
した.group2は 午 後 にTUR-Pを 施 行 した27例で
あ る が(Table2),本剤200mgを 初 日は 昼 よ り2回
服 用 させ,2日 目と3日 目は1日3回 服 用 させ,手 術
当 日は 朝1回200mgを 服 用 させ て,最 終 投 与 後5,5
時間 に て 血 液5mlお よび前 立 腺 を 約lg採 取 し,











T。b1。2.LFLX(計1,800mg)200mg最 終 投 与
後5.5時閣 の デ ー タ
舵例 年齢 切除量S(ng/m且>P(μg/g) P/S
苧 輔
C2H5
Fig.1.LFLXの 化 学 構 造 式
τa媛e三.も 罫LX(謙 圭濁 §蒲 奮)2§§m琶 最 終投 与・
後 約17時間 の デ ー タ






























































































































































































塩 野 義 製 薬㈱ 研 究 所 に 検体 を送 付 し,Escherichia
coli7437を検 定 菌 と した培 地 にTrypto-Soyagar




Table1には午 煎 中 に 手 徳 を施 行 した 夏7例(group
り に つ い て,LFLXの 前 立 腺 組 織 内濃 度 似 下P
と略 す),血 清 中 の 濃 度(以 下S)お よび 前立 腺 と血
清申 の 濡 痩 嬬(以 下 轡S>を 添 した.290mg最 終 投
与 後約17時間 のPは1・67～5・61μ9/9で,平均3・31th
1.16ptg/gで,sは0.94～2.68t.tg/mlで平均1.70士
O、56Pt9/mlであ った 、 ま たP/Sは1.32～3・llで,
平 均2.00±0,56であ った ・
Table2に 綜 午 後 に 手衝 を施 行 した27纒(§roup
2)に つ い て,そ れ ぞ れ の濃 度 お よび 濃 度 比 を示 した.
2gemg最終 投 与 後5.5時 闘 で のPは3・ 絡 ～ …2・§§β9/
gで あ り,平 均5.70±2.28μg/gで,Sは1.57～6.00
pg/mlで2.98±1.14Pt9!m1であ った.ま たP/Sは











治 療 上 の 目的 で使 用 され た場 合 に,前 立 腺 組 織 に どの
程 度 残 留 す る か を調 査 した.郵 須 ら3>b92§Omgを単
回投 与 して,6時 間 後 に 測 定 した 平均 値 と,わ れ わ れ
が3闘 間 で1,800mg投与 し,200mg最 終 投 与 後5.5
跨 悶 の 平均 鎮 とを銘 較 して み よ う.那 須 ら のPの 平 均
値 は,1.45±o.22μ9/9であ り,sは1.05±o・19Ptgf
mlで,P/Sは 三.39±0.06であ った.一 方 わ れ われ の
Pの 平 均 値 は,5・70±2・28μ9/9であ り,Sほ2・93±
LI4μglmlで,PISは2.03±O.55であ った 、
した が って,本 剤 は単 圃 投 与 に 比 べ て,治 療 上 使 わ
れ る投 与 法 に よ り,壷 清中 は も と よ り,前 立腺 内に ょ
り高 い濃 度 で 蓄 積 され る と考 え られ た.
われ わ れ は す で に,本 携 で の検 嶽 法 と ま った く扇様
の方法 で,治 療 的 に投 与 され た ピ リ ドンカル ボ ン酸 系
合 成 抗菌 剤 で あ る,Enoxacin(ENX),Norfloxacin
〈NF蓋.X),090xaclfi(OFI・X)およびClprogexaclR
(CPFX)をllヨ600m琶3日 間 で,合 計1,800mg
投 与 後,菊 立 線 絶 大 症 患 嚢 に お い てTUR-Pに よ り
採 取 した前 立 腺 組 織 に て,組 織 内 濃 度 を測 定 して 報 告
した柵).
もち ろ ん,継 織 内 濃 度 だ げ で各 種 薬 溺 の 擾 劣 を調 定
す る こ とはで き ない が,前 立 腺組 織 内へ の移 行 性 とい
う点 で,LFLXと これ らのを潮 を 比 較 して み る と}200
mg最 終 投 与 後5、5時 間 のPの 値 は,も っ と も高 濃 度
を示 したoFLxで は 平 均 値 で6・73±2・99μ9/9で,
LFLXで は5.70±2.28μg/gであ った.し た が っ て
OFLXと ほ ぼ 比 肩 し うる値 で あ った が,そ れ よ りも
時 聞 が経 過 した,200mg最 終 投 与 後 約17時間 のPの
値 は,OFLXの 平 均 値 が6.88±3・98it9/9であ るの
に 対 し,331±Ll6μ9/9とoFLxの 値 のほ ぼ1/2
に 低下 してい て,大 変 興味 深 い こ と と考 え られ た.
す でに 西 野 ら韮〉に よ り報 告 され て い る,各 種 緩 蕾 の
MICと 今 回 え られ たLFLXの デ ー タ とを 比較 して
み よ う.
グ ラム陽 性 菌(106cclls/ml16菌株 測定)に 対 して
は,本 剤200mg最 終 投 与 後約17時 間 のPの 平 均 値
綜,篶 菌 株 の 照Cを 上 廻 って い た.299mg最 終 投
与 後,5.5時間 のPの 平 均 値 は,Micrococcusluteus
ATCC§34}に は お よば な い もの の,llee株の 臨C
を か な り上 回 って い た.そ の 他 の4菌 株 のMICに
は わず か に お よぼ な い もの の,ほ ぱ それ に 近 い値 を示
してい た.
グ ラム陰 性 菌(106cclls/ml30菌株 測 定)で は,本
襯2◎◎mg最 終 投 与 後 纏 塒 閣 のPの 平 均≦離,2蝋
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